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された（第 1 図 a，寒川：1988）．
　地すべり・山体崩壊は，滑落崖などの地形とし
て，また崩落堆積物などの地層としてそれぞれ痕

































































































































































の 2 回の隆起を記録した海岸段丘である．2 段あ
る海岸段丘のうち標高 5.0-6.0 m に分布する高位

































集で標高 4.8 m まで，低位の群集で標高 1.7 m ま
で分布している（宍倉：2019）．現在，同海岸で
生息するヤッコカンザシは，標高 0.3 m 付近まで
分布することから，それぞれの群集同士の高度を
比較すると，現成と低位との間の比高が 1.4 m 程
































第 9 図は国土地理院の観測による 2011 年東北地
方太平洋沖地震の地殻上下変動である．現在は















ない．第 8 図を 1 つ描くために，筆者が何年も現





























































































































行い，今後 30 年における M8 クラスの巨大地震
の発生確率は，ほぼ 0〜6％ということになって
いる（2020 年 1 月時点）．
9．次の関東地震に向けて
　地形・地質学的にみた関東地震の再来間隔が約


























型地震の再来間隔が最短 500 年から最長 2800 年
まで非常にばらつくことが明らかになってきた




























































































層が複数現れた（第 13 図 c）．筆者は初めてのト
レンチ調査で，断層を当てることができたのであ
る．現地では 2 週間以上に渡って観察を続け，過



































































隔が 6400〜9100 年，最新活動時期が 13 世紀なの
で，しばらくは活動する可能性は低い．一方，下
り谷地点を含む南部は， 平均活動間隔が 4500〜





























































































が平均 500 年間隔（後に約 400 年間隔と評価）で
発生していることが解明された時期であった

















































































































































現在よりも 1 km 程度内陸にあったのだが，そこ













前に少なくとも 2 層，後にも少なくとも 1 層あり，
貞観地震を含めて少なくとも 4 回分の巨大津波の
痕跡が確認された．それらの年代を調べていく
と，貞観地震の前が 4〜5 世紀頃と紀元前 3〜4 世
紀頃，貞観地震の後が 15 世紀頃であることがわ
かった（第 22 図，Sawai et al.: 2012）．すなわち








































































































貞観地震と 2011 年の地震とで 1 km ほど異なる
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